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1,2族有機金属化合物：金属の効果
塩基性 vs. 求核性

位置選択性

相対反応速度



1,2族有機金属化合物：α位置換基の効果
1) 共鳴効果により炭素上の負電荷を安定化

2) 誘起効果により炭素上の負電荷を安定化

3) 負の超共役効果により炭素上の負電荷を安定化

4) 脱離しやすくカルベノイド性をもたらす置換基

2) 誘起効果 (カルボアニオンの安定性：1級>2級>3級)

4) カルベノイドの反応性

脱離基の性質により
求核性および求電子性の
カルベノイドの２種がある



1,2族有機金属化合物：カルベノイドの反応性
求電子性カルベノイドの反応性

参考：遊離カルベンのスピン多重度
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参考：イリドもカルベノイドとして作用する

求核性カルベノイドの反応性
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1,2族有機金属化合物：立体配置
アルキルリチウムの立体反転

添加剤と金属の効果

分子内配位の効果

pπ-σ*共役の効果 参考：アノマー効果(n-σ*相互作用)
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